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コーヒーの国際価格が高騰しています。２００６年はポンド当り９５.７５セントであった平
均価格は、今年９月には２１３.０４セントと約２.２倍になりました。その要因のひとつとし
て中国をはじめとするＢＲＩＣｓ諸国の需要増加が挙げられています。

中でも、注目したいのは中国です。お茶のイメージが強い中国ですが、米農務省による
と、２０１０年度の中国のコーヒー輸入量は３.４５万トンで、２００６年度と比較して約１.
９倍となりました 中国のコ ヒ 杯当たりの平均価格は２５元（約３００円）程度と言わ９倍となりました。中国のコーヒー一杯当たりの平均価格は２５元（約３００円）程度と言わ
れており、マクドナルドのビッグマックが約１１元（約１３２円）であることを考えると、決
して手軽とは言えません。しかし、中国国民の所得水準の向上により、コーヒー市場は若者を
中心に拡大傾向にあるのです。

こうした状況を踏まえ、世界約５０ヵ国で展開している世界最大のコーヒーチェーン・米
スターバックスコーヒーは、同社ホームページによると、中国への出店を現在の約５００店舗
からいずれ数千店に拡大するそうです。さらに同社は、２００７年からプーアル茶の名産地で
ある雲南省で栽培されたコーヒー豆を購入。積極的な中国展開は話題となり、今年７月には雲
南省のコーヒー・農業会社、愛ニ農牧集団と合弁会社を設立し現地密着を進めることを発表し
ました。良質な雲南省産コーヒーは、他のコーヒーメーカーからも注目を集めており、今後輸
入だけでなく生産の伸びも予想されています。

いつの日か、世界を席巻してプーアルコーヒーがプーアル茶より有名になる日が来るかも
しれませんね。
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